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評価 説明

1 学校の重点目標が明確である。 A

2
児童生徒は、学校生活が楽しいと感じてい
る。

A

3
教職員は、協力して教育活動に取り組んで
いる。

A

4 清掃が行き届き、学校がきれいである。 B

5
学校の施設・設備は安全に管理されてい
る。

A

6
教師は、児童生徒が興味関心のもてる授
業、わかりやすい授業を実施している。

A

7
児童生徒は、落ち着いて学習に取り組んで
いる。

A

8
児童生徒は、基礎的基本的な学力を身に
付けている。

A

9
児童生徒は、家庭学習の習慣を身に付け
ている。

B

10
児童生徒は、英語活動をとおして積極的に
コミュニケーションを図ろうとしている。

B

11 児童生徒は、進んであいさつをしている。 B

12
児童生徒は、場に応じた言葉遣いができて
いる。

B

13 児童生徒は、時間を守って生活している。 A

14 児童生徒は、きまりを守って生活している。 A

15
教師は、自ら手本となり、規範意識を高め
ている。

A

16 学校は、児童生徒の体力を高めている。 A

17
児童生徒は、体育や外遊びに意欲的に取
り組んでいる。

A

18
児童生徒は、健康を意識した生活をしてい
る。

B

19
学校は、教育活動に関する様々な情報を積
極的に提供している。

A

20
学校は、保護者や地域と連携・協力し、教
育活動を行っている。

A

（様式）

令和６年度　狭山市立笹井小学校学校関係者評価表

学校が行った自己評価の結果及びそれを踏まえた今後の改善方策について評価する。
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評価項目
自己評価 学校関係者評価委員から

評価（文章表記）

【評価の目安】
　Ａ：よくできている。　　（90%以上）
　Ｂ：概ねできている。　　（85%以上）
　Ｃ：あまりできていない。（70%以上）
　Ｄ：できていない。　　　（70%未満）

狭山市教育委員会
教育長　滝嶋　正司　様

狭山市立笹井小学校
　　　　　　　　　　校長　佐野　芳美

学
校
運
営
全
般

・校長の経営方針のもと、「チーム笹井」として学校、学年、学
級が共通理解をもち足並みを揃えて学校運営が進められた。
・教育心理検査（Ｑ－Ｕテスト）の学級生活満足度が、（平均
55.5％全国４2.5％）である。高学年になるほど満足群割合が
増加していることはうれしいことである。引き続き取り組んでい
く。
・学校評価保護者アンケート回答率８５．５（昨年度69.3％）。
QRｺｰﾄﾞによる回答2年目。回答率はあがった。回答設定に不
備あり1項目、再回答依頼も。ｱﾝｹｰﾄの正確な作成に課題。
・職員は相互に尊敬しあう風潮があり、雰囲気も良く仕事への
意欲に繋がっている。
・教職員も児童と共に清掃活動を行い、見届けができている。
無言清掃を徹底。丁寧ながらも学校の規模に対する分担人数
がやや課題。
・施設設備の劣化､破損等による事故は、一度もなかった。校
庭整備では、本年度特に雑草の発育がひどかったが、PTAや
CS、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱと連携し計画的に進めることができた。

・校長の経営方針の共通理解、Q-Uの学級満足度の高さ、
教職員の尊敬しあう姿、設備等の事故０などからみても、教
職員、児童、家庭、地域がうまくつながっていることがわか
る。
・活力のある教育活動が展開されている。
・清掃が行き届き、ものも整理されており、よく管理されてい
る。
・授業や休み時間の様子から、児童が楽しんで過ごしてい
ることがわかる。
・ボランティアで教室に入ったり運動会での様子を見たりし
て、校長先生を中心に先生方は様々なことに協力してい
る。

学
習

・すべての学級で落ち着いた雰囲気で授業が実施されて
いる。ICTの活用や具体物を使った授業を通して、興味関
心を持たせ、楽しみながら授業を進めた。保護者アンケー
ト(わかりやすい授業をしている肯定的評価約9０%)
・各種の学力調査を分析し、指導改善に努めている。
・学校課題研究「文章を正確に読み取り内容を深く理解し
考えを伝えることができる児童の育成」に取り組み読解力
の向上を図ってる。
・家庭学習時間を、低学年は３０分、中学年は４０分、高学
年は６０分をめやすと考えて進めている。昨年度より目安
とした学習時間での取組が増えた。より具体的な学習例を
示すなど改善しつつ、学習習慣の定着を図る。
・高学年の英語、中・低学年での英語活動は、英語専科教
員、英語支援員、そしてALTが中心となって、担任と連絡を
取り合い毎回工夫をこらした授業をしている。児童意識調
査では「英語が好き」88.0%、「授業が楽しい」90.7%と市平均
よりも高い結果となっており児童も楽しく英語を声に出して
取り組んでいる。

・授業での先生方の丁寧な言葉遣い、分かりやすい支持、
工夫された授業展開等、先生方の真摯な取り組みの様子
がわかる。
・保護者ｱﾝｹｰﾄ「わかりやすい授業」肯定的意見90%以上、
家庭学習の時間の伸び、「英語の授業が楽しい」肯定的意
見90%以上など、先生方の励ましや適切な評価の結果であ
る。
・板書は「ねらい」「思考過程」「まとめ」がはっきりして分かり
やすい。
・「笹井の戦災」の学習で、児童は目を耳を傾けてくれた。
終了後の雑談では児童の発言と先生の対応がなんとも心
地よく、日頃の学校生活が目に浮かぶ。
・家庭学習の習慣化には一朝一夕には解決できない。コ
ミュニティースクールのテーマの一つとして取り組んでもよ
いのでは。

地
域
と
の
連
携

・学校運営協議会（ｺﾐｭﾆﾃｨｰｽｸｰﾙ、CS）やPTAのおかげで
地域の協力が大変多く、良好な関係が保たれている。11
月土曜日の授業公開日午後のＰＴＡバザーではＣＳの協力
で各種体験教室の実施が昨年度より、充実した活動となっ
ている。
・どの教職員も保護者等と連絡を密に取り合い、連携し、
保護者の信頼を得ている。
・引き続き学校公開日や参観日、ＨＰやブログ、学校だよ
り、スクリレを通して「開かれた学校」づくりを目指す。
・CSを軸にした笹井地域の良さや教育資源を生かす開か
れた学校づくりもより推進できた。（マーチング活動・安全
指導・DX/ICT支援・平和学習・地域の伝統芸能･環境整
備）

・スクリレをはじめ、学校からたくさんの情報を受け取ることができ、
「開かれた学校」が実践できている。
・民生委員、地域教育ネットワーク等にも必要な情報源となってい
る。
・ＣＳの活動には、新しい学校づくりの視点を感じている。今後も児
童を中心に据えた活動の充実を図りたい。
・学校行事を通して、地域との方々に参加してもらうその準備等は
今の先生方の現状からは厳しいと感じる。コミュニティースクール会
長のもとＣＳが中心となって地域と学校、家庭が一体となれる方向
へ迎えていることはすばらしい。
・朝の放送で流れている「あいさつの歌」。これは水富地域会議で
ずいぶん前に企画・作成したもの。大切にしてくれているのがうれし
いい。
・校区内の自治会長と意見交換会を行うなど、地域との関りが深く

規
律
あ
る
態
度

・朝の登校のあいさつについては、できる班とできない班で
二極化している。学校に来れば挨拶ができる。(県学調ア
ンケート・４.５.６年平均あいさつ８１..６%　全国７６.４%)　さら
に、主体的に気持ちのよいあいさつができるよう指導して
いく。
・児童の丁寧な言葉遣いの意識は、（県学調アンケート４.
５.６年平均８６.５％）であり、埼玉県の達成率８５.０％を超
えることができた。さらに、人権感覚を意識した優しく思い
やりのある言葉遣いを徹底していきたい。
・「授業開始時刻を守るの意識」９４.３％
「掃除、美化活動での意識」９０％
教師は清掃活動等、自ら手本となる規範意識を高めた指
導を行っている。

・廊下で出会う児童は気持ちのよい挨拶をしてくれる。ま
た、マーチングの指導では「よろしくお願いします。」「ありが
とうございました。」をしっかり言ってくれる。
・自然に「ありがとう」が言える姿がよい。
・決まりを守って規律ある行動ができる児童が多い。
・先生方の笑みのあるあいさつに心温まる。

健
康
・
体
力

・新体力テストの総合評価A＋B＋Ｃ
県の割合７８．４%　本校７７.２%
・運動の制限も緩和されてきた。自主活動の朝マラソンや
体育授業の中でのサーキットトレーニング、体育朝会、冬
季の縄跳び等、授業内外での取り組みを工夫し年間を通
じて行っている。
・保健学習「生き生きタイム」「健康な生活」等への児童の
関心が高まりつつある。
・家庭や関係機関と連携して医療勧告の治療率を上げて
いく。

・児童は休み時間も意欲的に体を動かし、元気に過ごして
いると思う。
・校庭を元気に走り回る児童の様子は、見ていてとても気
持ちがよい。


